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�
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進

法
で
市
町
村
等
に
義
務
づ
け
た
特

定
事
業
主
行
動
計
画
は
三
多
摩　
２６

市
で
未
策
定
は
小
金
井
市
の
み
と

な
っ
た
。
早
急
に
策
定
す
べ
き
。

�
こ
の
計
画
に
は
非
常
勤
職
員
も

含
む
か
。
�
国
の
策
定
例
に
あ
る

「
母
子
家
庭
の
母
等
の
雇
入
れ
の

促
進
等
」
を
取
り
入
れ
な
い
か
。

　

総
務
部
長　

�
含
む
。
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
つ
く
り
周
知
す
る
。
非

常
勤
組
合
と
も
協
議
す
る
。
�
見

直
し
の
際
に
配
慮
す
る
。
間
に
合

え
ば
こ
こ
で
検
討
す
る
。

■
国
民
保
護
計
画
の
質
問
も
し
た
。

漢
人
明
子
（
み
ど
り
の
風
）

　

�　

年
は　

月
１
日
を
基
準
日

０５

１０

に
国
勢
調
査
が
行
わ
れ
た
。
今
回

の
調
査
で
は
調
査
員
が
全
世
帯
訪

問
す
る
対
面
配
布
・
回
収
方
式
の

限
界
が
明
確
に
な
っ
た
。
�
国
も

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
意
識
の
高
ま
り
に

対
応
し
て
全
世
帯
に
封
筒
を
配
っ

た
。
市
の
封
入
提
出
件
数
と
記
入

状
況
は
。
�
直
接
調
査
に
関
わ
っ

た
自
治
体
と
し
て
国
に
積
極
的
に

見
直
し
の
意
見
を
出
さ
な
い
か
。

　

行
政
管
理
課
長　

�
封
入
提
出

は
全
体
の　

％
、
内
６
割
は
全
部

６１

記
入
さ
れ
て
い
た
。
�
対
面
に
よ

る
配
布
・
回
収
方
式
の
改
善
、
質

問
項
目
の
わ
か
り
や
す
さ
や
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
へ
の
配
慮
な
ど
。

　

市
長　

�
提
案
す
る
内
容
が
あ

れ
ば
し
て
い
き
た
い
。

国
勢
調
査
の

抜
本
的
見
直
し
を

　

市
長　
　

％
補
助
が
申
請
で
き

１００

た
と
聞
き
、
残
念
だ
し
、
申
し
訳

な
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
は
学
校

の
希
望
を
と
っ
て
、
今
回
の
反
省

を
活
か
し
、
ど
う
対
応
し
て
い
く

か
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
教
育
委
員
会
だ
け
で

は
な
く
、
環
境
政
策
の
一
環
と
し

て
横
の
連
絡
を
密
に
し
て
い
た
だ

き
、
次
回
の
応
募
が
あ
っ
た
時
に

は
積
極
的
に
申
請
す
る
よ
う
に
お

願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
他
に
消
防
団
員
の
身
体
の
安
全

確
保
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

高
木
真
人
（
自
由
民
主
）

　

�
東
京
都
は
本
年
度
ヒ
ー
ト
ア

イ
ラ
ン
ド
対
策
費
と
し
て
校
庭
の

芝
生
化
に
補
助
金
を
交
付
し
た
。

当
初
は　

区
だ
け
を
対
象
と
し
た

２３

が
、
６
月
に
は　

市
へ
も
対
象
を

２６

広
げ
た
。
し
か
し
、　

％
補
助
制

１００

度
を
利
用
で
き
た
に
も
関
わ
ら
ず

小
金
井
市
は
手
を
挙
げ
な
か
っ
た

の
は
ど
う
し
て
か
。

　

教
育
部
長　

当
初
の
計
画
に
な

か
っ
た
こ
と
と
募
集
期
間
が
短
か

っ
た
の
で
検
討
出
来
な
か
っ
た
。

　

�
過
去
の
２
度
の
質
問
で
は
財

政
面
よ
り
耐
震
補
強
工
事
を
優
先

す
る
と
答
弁
し
、
私
も
一
定
の
理

解
を
し
た
が
、
今
回
は
都
の　

％
１００

補
助
金
が
使
え
た
の
に
手
を
挙
げ

な
か
っ
た
の
は
全
く
残
念
で
あ
る

と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
。

校
庭
の
芝
生
化
に
つ
い
て

三
度
問
う

か
ら
の
意
見
を
聞
き
作
成
し
た
い
。

予
算
を
含
め
鋭
意
対
応
し
た
い
。

�
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

街
づ
く
り
担
当
部
長　

�
公
益

施
設
の
屋
上
緑
化
、
ソ
ー
ラ
ー
シ

ス
テ
ム
の
街
路
灯
、
保
水
性
の
舗

装
な
ど
環
境
へ
の
配
慮
を
し
た
施

設
の
導
入
を
検
討
す
る
。

　

市
長　

環
境
に
配
慮
し
た
モ
デ

ル
的
な
再
開
発
に
な
る
よ
う
都
市

再
生
機
構
に
は
お
願
い
を
し
て
い

る
。

■
他
に
「
商
店
街
の
活
性
化
に
つ

い
て
」
消
費
者
へ
の
理
解
を
深
め

る
た
め
の
努
力
に
つ
い
て
質
問
。

　

遠
藤
百
合
子
（
自
由
民
主
）

　

�
環
境
基
本
条
例
の
第
９
条
に

基
づ
き
策
定
さ
れ
た
計
画
で
あ
る
。

�
実
施
計
画
は
い
つ
の
時
点
で
作

成
す
る
の
か
。
重
点
的
取
組
の
６

項
目
を
推
進
す
る
た
め
に
期
待
し

た
い
環
境
市
民
会
議
だ
が
、
事
務

局
と
し
て
記
録
作
成
や
会
議
室
確

保
等
の
ほ
か
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
化
の
方
向

も
あ
り
、
事
務
所
の
確
保
も
含
め

予
算
を
つ
け
な
い
か
。
�
ご
み
を

減
量
す
る
施
策
の
方
法
と
し
て
、

レ
ジ
袋
の
有
料
化
を
国
に
先
ん
じ

て
検
討
し
な
い
か
。
�
武
蔵
小
金

井
駅
南
口
再
開
発
地
域
で
ソ
ー
ラ

ー
シ
ス
テ
ム
の
街
路
灯
、
ヒ
ー
ト

ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
を
抑
制
す
る
保

水
性
の
歩
道
舗
装
な
ど
の
導
入
を

含
め
た
環
境
面
か
ら
の
考
え
方
は
。

　

環
境
部
長　

�
環
境
市
民
会
議

環
境
基
本
計
画
に
つ
い
て

校庭の芝生化が望まれる

登下校の安全確保を

耐
震
性
能
は
低
い
。
公
共
施
設
の

耐
震
補
強
工
事
の
進
捗
状
況
は
。

民
間
の
建
物
を
耐
震
化
す
る
た
め

の
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度
を
制
定
す

べ
き
で
あ
る
。

　

教
育
部
長　

小
中
学
校
の
校
舎

の
耐
震
化
率
は　

・
４
％
で
あ
り
、

５６

平
成　

年
に
は
全
て
完
了
す
る
。

２０

　

都
市
建
設
部
長　

そ
の
他
の
公

共
施
設
で
は
、
く
り
の
み
保
育
園

を
耐
震
補
強
す
る
予
定
だ
が
、
そ

れ
以
外
に
つ
い
て
は
、
把
握
し
て

い
な
い
。

　

防
災
交
通
課
長　

現
在
は
、
体

制
が
で
き
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。

斎
藤
康
夫
（
民
主
党
）

　

�
最
近
、
下
校
途
中
に
児
童
が

殺
害
さ
れ
る
事
件
が
相
次
い
だ
。

以
前
に
は
学
校
乱
入
事
件
で
、
教

師
・
児
童
が
殺
害
さ
れ
た
事
件
も

多
発
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
凶

悪
事
件
以
外
に
も
、
学
校
内
の
事

故
・
事
件
を
防
ぐ
た
め
に
、
学
校

安
全
条
例
を
制
定
す
べ
き
で
あ
る
。

　

市
長　

教
育
委
員
会
と
相
談
し

て
今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。

　

�
国
の
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
は
不

十
分
で
あ
る
。
解
体
時
に
飛
散
す

る
危
険
が
あ
る
の
で
、
全
建
築
物

を
対
象
に
、
解
体
の
際
に
と
る
べ

き
措
置
を
明
確
に
す
る
「
ア
ス
ベ

ス
ト
条
例
」を
制
定
す
べ
き
で
あ
る
。

　

企
画
課
長　

各
市
の
状
況
を
見

守
り
、
適
切
に
対
応
し
た
い
。

　

�
昭
和　

年
以
前
の
建
築
物
の

５６

学
校
安
全
条
例
を

制
定
す
べ
き
で
あ
る

５年ごとに行われる国勢調査

知
に
よ
り
現
場
依
存
の
安
全
対
策

を
促
す
だ
け
で
、
根
本
的
な
対
策

を
避
け
て
き
た
。
市
と
し
て
安
全

基
準
を
つ
く
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

�
学
校
全
体
の
安
全
を
総
合
的
に

み
る
学
校
安
全
職
員
を
講
習
に
よ

り
認
定
し
、
配
置
し
な
い
か
。

　

教
育
部
長　

�
学
校
設
置
基
準
、

学
校
施
設
整
備
指
針
、
通
達
、
法

な
ど
に
よ
る
。
�
現
状
で
は
、
制

定
す
る
考
え
は
な
い
。
�
現
時
点

で
は
、
配
置
は
考
え
て
い
な
い
。

■
そ
の
他
に
、「
小
金
井
市
の
生

態
系
や
自
然
環
境
の
保
全
に
つ
い

て
」
を
質
問
し
ま
し
た
。

小
山
美
香
（
み
ど
り
の
風
）

　
　

年
９
月
か
ら
小
学
校
に
警
備

０５
員
が
配
置
さ
れ
た
が
、
監
視
社
会

で
は
な
い
安
全
に
つ
い
て
検
討
す

べ
き
。
現
状
で
の
管
理
・
監
視
型

の
防
犯
体
制
の
重
視
や
警
察
と
の

連
携
強
化
、
さ
ら
に
そ
れ
ら
が
疑

問
を
挟
む
余
地
な
く
強
化
さ
れ
て

い
く
方
向
性
に
は
危
惧
を
感
じ
る
。

学
校
現
場
だ
け
で
は
、
子
ど
も
を

守
り
き
れ
な
い
。「
保
護
者
、
教

職
員
は
、
子
ど
も
を
ど
う
守
る

か
」
か
ら
、「
教
育
行
政
は
、
学
校

に
お
け
る
子
ど
も
と
教
職
員
・
保

護
者
の
活
動
を
ど
う
守
る
か
」
と

い
う
発
想
の
転
換
が
必
要
。
�
現

状
、
何
に
基
づ
い
て
安
全
確
認
を

し
て
い
る
か
。
�
そ
れ
は
学
校
安

全
基
準
に
な
ら
な
い
。
国
は
、
安

全
基
準
が
な
い
ま
ま
、
通
達
・
通

学
校
に
も
子
ど
も
の
「
安

心
し
て
生
き
る
権
利
」
を

国
民
を
戦
争
に
動
員
す
る

国
民
保
護
法
に
反
対
す
る

関
根
優
司
（
日
本
共
産
党
）

　

国
民
保
護
法
に
基
づ
く
国
民
保

護
計
画
は
矛
盾
に
満
ち
実
行
不
可

能
。
し
か
も
防
衛
庁
や
消
防
庁
も

「
当
面
日
本
に
攻
め
込
む
よ
う
な

国
は
な
い
」「
想
定
不
可
能
」
と
言

っ
て
い
る
。
国
民
保
護
法
は
荒
唐

無
稽
な
避
難
訓
練
で
は
な
く
、
戦

争
す
る
日
本
を
支
え
る
社
会
づ
く

り
が
本
当
の
ね
ら
い
で
あ
る
。
�

市
の
基
本
的
見
解
を
問
う
。
�　
１０

月
６
日
に
公
会
堂
で　

人
の
参
加

７００

で
小
金
井
の
「
憲
法
９
条
の
会
」

が
結
成
さ
れ
た
。
広
範
な
市
民
の

皆
さ
ん
が
憲
法
第
９
条
を
守
り
平

和
な
戦
争
し
な
い
日
本
を
求
め
て

い
る
。
第
９
条
を
生
か
し
た
平
和

運
動
こ
そ
、
国
民
の
安
全
を
守
る

最
大
の
保
障
で
あ
る
。
ま
た
市
長

ご
自
身
満
州
生
ま
れ
で
、
戦
争
の

被
害
を
人
生
に
刻
ま
れ
て
お
ら
れ

る
。
そ
う
い
う
自
治
体
の
ト
ッ
プ

が
ア
ジ
ア
の
都
市
と
平
和
の
自
治

体
外
交
を
行
い
、
平
和
を
求
め
る

ア
ピ
ー
ル
を
発
信
し
て
は
ど
う
か
。

　

総
務
部
長　

�
３
月
に
国
民
保

護
法
に
基
づ
く
条
例
を
提
案
す
る
。

　

市
長　

�
国
民
保
護
法
は
外
国

か
ら
の
武
力
攻
撃
、
テ
ロ
等
に
対

応
す
る
た
め
必
要
と
考
え
て
い
る
。

�
憲
法
第
９
条
２
項
は
現
実
的
で

な
い
部
分
が
あ
る
。
平
和
の
願
い

を
行
政
に
反
映
す
る
必
要
は
あ
る
。

見

本

見　

本

見

本

見　

本


